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令和元年度第1回カンボジア訪問活動予定表

令和元年5月4日（土）～12日（日）

◎足立泰敏金田勝己清水孝子杉浦修近藤伴和海上明宏

ー

訪問日

参加者

重訳（タワ

1， 口戸在 荷h呂一 】』

月|表の通り授業の割振表をつくってみました。バイヨン中の事情を考慮してありませんので現地で調廼

があると思ってくたさい。また、授業時数、駒の配厘の修正変更希望はお申し出ください。

今午後の日程に3日間カレンダー用写宮撮影の日程を入れました。近藤金田・杉浦さん|こは特によるし

＜お願いします。 ※中学生の働いている姿の撮影（校長から 箒のあった生徒）

今今回は、午前・午後授業と分かれたり、生徒を引率しての環境事前調査をしたりするので車を2台配車

します。

今授業案に基づきガイドの人数を増減させました。

4日

(土）

集合:8:OO出発ロビーベトナム航空会社カウンター前

出国 中部国際空港 → ハノイ空港 → シェムリアップ空港二カフェモイモイ

10:15(VN347) 13:OO 15:25(VN837) 17:10 打合せ・夕食

5日

(日）

〔午前〕バイヨン中学校：全員文化祭へ（見学・交流） ※写真作品の掲示（終了後学校へ寄贈）

〔午後〕ドイツ人経営のハーブ園見学（予約）

6日

(月）

〔午前〕バイヨン中学校：8年理科4時間〔杉浦〕 8年体育2時間〔金田〕 9年環境2時間〔足立〕

〔午後〕バイヨン中学校：7年音楽3クラス〔清水・足立・海上〕 写真撮影校内〔近藤・金田・杉浦〕

※13:OO～16:OO昼食を済ませての再出校

7日

(火）

〔午前〕バイヨン中学校：8年体育2時間〔金田〕 8年理科4時間〔杉浦〕 9年環境2時間〔足立〕

9年美術3時間〔海上〕

〔午後〕バイヨン中学校：7年音楽3時間〔清水〕 写真撮影校外〔近藤・金田・杉浦〕

小さな美術スクール訪問〔足立・海上〕

8日

(水）

〔午前〕バイヨン中学校：8年体育2時間〔金田〕 8年理科4時間〔杉浦〕

9年美術3時間〔海上〕 9年環境2時間〔足立〕

〔午後〕7年音楽3時間〔清水・杉浦〕

※環境：アンコール遺跡現地事前調査13:OO～〔足立・海上・ハ・ｲﾖﾝ教員・通訳・環境リーダー6名〕

9日

(木）

〔午前〕バイヨン中学校：8年体育2時間〔金田〕 8年理科4時間〔杉浦] 9年美術3時間〔海上〕

〔午後〕バイヨン中学校：7年音楽3時間〔清水〕 7年環境2時間〔足立〕

写真撮影校外〔近藤・金田・杉浦〕

10B

(金）

〔午前〕バイヨン中学校：8年体育2時間〔金田〕

〔午後〕バイヨン中学校：7年環境2時間〔足立〕

〔清水帰国〕 シェムリアップ→ ハノイ → 中部国際空港

29舜罰VN842) 22:30 00:25(VN346) 06:55

/み"/、

11日

(土）

〔午前〕バイヨン中学校：8年体育2時間〔金田〕

〔午後〕美術スクール作品受け取り〔足立・海上〕

トンレサップ湖水辺現地事前調査8:30~

〔足立・近藤・杉浦ﾊﾞｲﾖｿ教員・通訳・環境リーダー8名〕

〔午後〕フリー（帰国準備） シェムリアツプ→ ハノイ
塑鐇(VN842) 22:30

/fl雄

12日

(日）

〔帰国〕 ハノイ空港 → 中部国際空港

OO:25(VN346) 6:55



令和元年度第1回訪カン確認・依頼事項等

1 現地への持参する物について

①現地支払い・予備費等現金の用意（平出）

・招聰第7回招膳航空チケット4人分3000$

・子ども絵画作品購入代500$ ・通訳料520$

合計 4500$

②環境用ビブス

250=(Lサイズ50=Mサイズ200=)

⑧招へい使節団への招待状4人分（足立）

④平岩先生からの返礼品今バイヨン中教員3名（ポサッツビィラスレイコム）

⑤カレンダーの試作品（表紙） ※クメール文字の表記

※「各自十摩 」

2現地での確認事項・記録取り等に関わる事項

①カンボジア訪問日程の確認

。第2回訪カン8月7日（水）～11日（日）

8日（木）午前9年生環境授業2校時（A組）・3校時(B組）・4校時(C組）

※目的と作業内容の確認

9日（金)18:OO場所「 」 バイヨン中学校先生との交流会

・第3回訪カン 11月14日（木）～22日（金） 11月19日（火）ﾄﾝﾚｻｯﾌﾟ湖ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

・第4回訪カン 1月13日（月・体）～21日（火） 1月18．19日運動会

※第2回については別紙日程を提示し意見をもらう。

② 2020年カレンダーの制作計画と内容の確認（意見をもらう）

「群像バイヨン協奏曲一夢見る少年少女たち｣(仮題）

例）○家計を支えるための農作業請負少年 ○プロサッカー選手を夢見るサッカー少年（授業風景・ソルティーロ

アンコールFCとの練習) Oアンコールワットでのアルバイトで学費を稼ぎ教師を目指す少女

○トンレサップの湖の環境汚染の改善に思いをはせる少女 ○運動会を通して学校と地域の結びつきを強く感じ、

郷土愛に目覚めつつある少年 ○得度式を受け仏門への道に将来を託す少年 ○集団競技・演技を競いつ

くる喜びに浸る少年・少女たち ○ヤシの葉を使った寵編みで一家の大黒柱的な立場で家計を支える少女

○隣人に助けられながら一人けなげに生き抜く少女の期待の将来○運動会の音響を一手に操るスマホ少年の将来像

○学校大好き少年の学習意欲と夢見る将来像○子どもたちの夢の実現に向け情熱を傾ける若き教師集団・校長他

メルマガJSTたよりvol.4･5参照等

※目的(50文字程度のコメントが浮かぶ）をもった生徒の写真撮影今全員で取り組む

③スカイプ授業実践交流

・生命の海科学館（浅井先生）とのスカイプ通信理科授業 ※備品確認、使用方法伝授（杉浦）

・三谷水産高校は「海外インターシップ事業（県教委)」に関係してのスカイプ交信、また水質浄化等の

構想（仲田）

⑧国盛商業を含めた寄贈品のコンテナ輸送の可能性について

・校長・チア（小出）に処理の仕方を含め確認、アイディアの創出（※年度内に決善をつけたいが）

その他

ク β



家事を通して家族愛を深める生徒たちテーマ

文例
農村での家事労働は実に様々、長時間。学齢期前の子守や薪集めに始まり、中学生ともなる

と炊事・洗濯・調理は当然のことして、男子においては田畑の耕作、家畜の世話などなど。家

事労働を通して家族の一員としての存在感を確実に高めている。

①Tbp Sowr (テップサラム）
農業が好きだから、家でも学校でも水をかけるなどの世話をしている。

②Chhloeut Sreynong (クロエット スレイクン）

お店の手伝い野菜、樹木の水やり

③Kers Minea (キース ミネア）

家庭環境父死去3人兄妹長兄は結婚して他所に居住次兄は出家

難しいことではないので、炊事など楽しくやっている。野菜や樹木などの水やりもやっている。村

④ワッタイ家族が多い。長姉だから炊事、洗濯など家事全般を担っている。家族の一員として当然のこと。

⑤ウイチカ料理、清掃など、簡単なことだから家族の一員としてやっている。

テーマ将来への仕事への憧れ

教師・医者・警察官・観光ガイドなど、 日常生活で視野に入っている仕事を後追いしようと

している生徒がほとんどであるなか､本校の特色ある教育実践の影響もあって、プロサッカー

選手・プログラマー・デザイナーなどと、新たな世界を広げつつある生徒も出てきている。

①アールオーク午前中は英語の塾へ行っている。将来の夢は英語の教師

家での手伝いは、薪つくりや料理。家族の幸せを願ってやっている。

②SanMokara (サンモカラ）

家庭環境父、ホテルマン母、遺跡関係の仕事 家でやっている事洗濯、鶏（数十羽）の世話

将来の夢は、 日本語の教師になって、村人たちに教えたい。

③AoumVannak (アウンバナック）

末っ子なので、手伝いはあまりしていない。洗濯ぐらいはやっている。

将来の夢は、国語（クメール語）の教師。 （リリンのクラス、 リリンの影響も？）作文も好き。

④Pheop Vannak (ピアップバナック）

将来の夢は、医師。そのために勉強をしっかりやっている。家の仕事は、牛の世話。

⑤フォアヌフストラー兄弟が多い（8人)。将来は、兵士になって国を守りたい。

⑥サッカー授業

⑦運動会での放送係

⑧家庭科授業でのナップサックづくり （ミシンを使っての授業）



カレンダーづくりのプロット （案） R1. 6． 22

運動会 入場行進、開会式伝統武術の演技伝統芸能の演技

スタート、ゴール帽子取り、騎馬戦

学校における係活動 樹木に水やり塵、ペットボトル集め畑つくり ジャスミン茶つくり

授業風景 オアシスによる授業の中の生徒の表情 理科音楽体育家庭数学

授業風景 バイヨン中の先生による授業

文化祭 得度式伝統芸能生徒の店、地域の方の店の風景

放課時の生徒の様子 運動場での遊び校舎内、木蔭での遊び朝食？の談笑

家庭での暮らし 牛の世話家事分担家族写真農村風景焼畑？

将来への夢

将来への夢

外国との交流 スカイプでの授業

環境問題への取り組み トンレサップ湖でのごみ拾いアンコールワット遺跡周辺のごみ拾い

生徒を支える教師集団

1月

月
月
月

月
月
月
月
月
月
月
月
０
１
２

２
３
４
５
６
７
８
９
１
１
１

〔文例〕

8月
観光開発か、環境保護かで揺れる観光都市シェムリアップ。しかし、急増する生活ごみ

処理への市民意識は極めて低い。これら現状を踏まえる中、環境リーダーを中心として環

境保護活動に動き始めた生徒たち。

※8月の美化活動（ｱﾝｺｰﾚﾜｯﾄ周辺）で、絵になる写真が撮れる見通し。

12月

チュム・ルー校長（48）のリーダーシップのもと15名の教師集団は、 2013年の開校以

来特色ある学校づくりを強力に推進してきている。彼らの言動は､513名の生徒を前に常に

明るくエネルギッシュである。

テーマ家計を支えささえる生徒たち

カンボジアの田舎においては自給自足に近い生活を強いられている家庭も多く、まだまだ

貧しい。教育より衣食住優先の日々の生活の中、家計の支えと自分自身の将来の夢の実現に

向け、学校終了後夜10時まで働く生徒もいる。

①パンクォン

午後は煉瓦運び、煉瓦積みのアルバイト。月50ドル位の収入。学費としてのほか、進学に備えてためてい

る。ここで働いているのは、家の近くだからというのが一番の理由。将来の夢は、 自動車の運転手。

② 〔3年生数名 〕 遺跡で土産物を売っている生徒 ※8月の訪問で撮影


